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1. プロジェクトの目的

ABCソフト会社では、米国X社のLMNソフトの日本語版を共同開発し、2006年11月15日に出荷を開始する。

それにあたり、初期導入としてふさわしい購買見込み客の獲得及び市場浸透を加速するために、LMNソフトの製品発表セミナー及び記者発表を行う。

2. プロジェクトの成果物とその特徴

【プロジェクトの成果物】
LMNソフト製品発表セミナーの開催。

【成果物の特徴】
· 共同開発会社Ⅹ社の協力により、製品の信頼性や機能特徴などをより深く理解して頂ける。

· 事例紹介をすることによって具体的な製品の活用方法をイメージして頂ける。

· セミナー後のアンケートにより製品への関心度や初期導入見込み客が計れる。

· 記者発表よって、製品の市場浸透を加速するための宣伝記事を掲載してもらう。

【セミナー概要】

11：00～12：00   記者発表

1 米国X社の企業戦略について  （米国X社 社長または副社長）

2 LMNソフトの今後の市場展開について  （ABCソフト 開発マネージャー）

13：30～16：30   製品発表セミナー

1 米国での活用事例と最新動向  （米国X社 社長または副社長）

2 LMNの製品紹介 （ABCソフト 開発マネージャー）

3 LMNの事例紹介  （βユーザー会社）

3. プロジェクトの要素成果物

· セミナーの主要事項

· セミナーの集客

· セミナー開催のための準備物
· 製品への関心度やセミナー自体の評価をするためのアンケート集計

· 初期導入見込み客リスト

· 雑誌及び新聞等の製品宣伝記事

· プロジェクトの定量的な達成目標

· 予算 ： 150万円

· セミナー開催日 ： 10月15日前後の1日間
但し、遅くとも10月18日までには終了すること。  
（製品出荷開始までに顧客を獲得するために、製品出荷開始の1ヶ月前に行う。）

【初期導入見込み客の獲得に向けての目標】

· 集客対象と人数 ： 企業情報システム関係者 ・・・・・・・・・・・ 80名 （60社）

                      ビジネスパートナー及びディーラー・・・・ 20名

· アンケート結果：

・製品のソリューション及びメリットを理解した ・・・・・ 70％

・製品に興味がある ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 60％

・もっと詳しい内容が知りたい ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 40％

・導入を検討したい ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10％

本製品発表セミナーにおける初期導入見込み客リストにリストアップされるのは、アンケートにて「製品に興味がある」と答えた企業とする｡

【製品の市場浸透の加速に向けての目標】

· 記者発表参加記者数 ： 20名 （15社）

· 記事掲載数 ： 10社

4. 制約条件

当プロジェクトにおいて、最優先されるのは、セミナー開催日である。
セミナー開催日確定後はその期日を守るためには他の要因は容認しなければいけない。

· 予算 ： 150万円
予算超過は基本的には認められないが、最優先事項ではない。

· セミナー開催日 ： 10月15日前後の1日間
但し、セミナーの企画段階で、セミナーの開催日を確定した後は、開催日の変更は当プロジェクトが振り出しに戻ってしまうので、開催日確定後は変更できない。

· プロジェクトメンバー ： プロジェクト遂行主体のマーケティング部内で要員は調達する。
但し、最優先事項ではない。
部内で調達不可能な場合は、承認可能な予算内であれば、外部より調達する｡

5. 前提条件

· セミナーの参加人数 （100名）

当プロジェクトに大きな影響を与える前提条件としては、100名セミナーに参加するということである。従って、セミナーに100名が参加するよう、集客面を強化する必要がある。また、当日欠席する可能性も考えて、集客人数は120名とする。

但し、集客が思わしくなかった場合、セミナー開催1週間前に50名以下の集客だった場合は、セミナー開催を中止する。

· 記者の参加人数 （20名）

また、記者会見においても参加記者が20名集まるという前提条件も、製品の宣伝効果に大きく影響するので、重要である。従って、記者が20名参加するように各出版社へ働きかけていく必要がある。記者会見においては、セミナーが開催される限り、記者の人数が少なくとも（たとえ一人でも）行う。

· プレゼンテーター (米国X社、事例紹介企業)
米国X社の社長又は副社長及び事例紹介企業からのプレゼンテーターの確保｡
重要な前提事項のため、プロジェクト開始後できるだけ早く確保する｡

· 開催場所
プレゼンテーターのスケジュール調整後、10月15日～18日のうち1日間、都内で開催場所を出来るだけ早く決定する｡
今後のスケジュールに制約を与える事項であるため、プロジェクト開始後できるだけ早く決定する｡

6. プロジェクト組織図（主要ステークホルダー） 
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7. マイルストーン

· 主要事項決定
· 申し込み受付開始

· 申し込み受付終了

· 準備完了

· セミナー開催

· プロジェクト終了

伊藤　信二


マーケティング部　部長
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